２００６年三重県北勢ブロック共同宣教司牧の歩みの評価
１.ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について

	１－A　

　ブロック司祭団（含む修道者）の分担
	協力体制は出来ているが、必ずしも分担が明確でないところがある。モデラートの機能と責任が、各共同体の動きを鈍らせる可能性がある。ブロック活動円滑化に司祭の会議がより多く必要とされ、少々負担を感じることがある。

	１－B

　司祭団と信徒の

　連携体制
	ブロックで企画し実施された親睦会（於桑名教会）に代表される様に連携体制も高まって来ている。ただ代表者会議などの頻繁な集まりは多忙さを感じさせてはいるが、有意義で学ぶところもあった。

	１－C
　意見交換と

　コンセンサス
	共同宣教司牧の捉らえ方に違いがあるが、部会制が浸透しつつある。黙想会・
回心式など出来るところから可能な限り実施している。意見交換場を求めコンセンサスを作るよう努力している。


２．「共同宣教司牧的」な地域共同体の動きについて

	２－A

　意思決定の

　プロセス
	ブロック共通事項は代表者会で行われ協力体制が出来ました。小教区評議会は発足早々で、規約制定に取り組んできた。機能するのはこれからの段階。
小教区意思決定範囲の取り決めが必要と感じている。

	２－B
　意見交換・意見

　集約方法
	司教訪問は意見交換の機会となった。過去実施の地区別交流会を通じての意見集約には捗らなかった。部会を通して意見交換・集約の場となっている。
ミサ後の信徒の出会が手段となる。

	２－C
　情報の共有
	小教区代表者会議で各小教区の年間行事予定表の配布と、会議での報告で情報共有がされている。小教区内での連絡網・地区制による情報徹底、ミサの時のお知らせ。月間情報誌配布、ホームページの推進などがされている。

	２－D
　小教区間の協力
	ブロック親睦を図る交流会で、信仰・協力・学びなどが推進された。共同回心式・夏季練成会・聖書勉強会の協力。司祭の長期不在時での協力体制は取られた。


３．「共同宣教司牧」を支える活動について

	３－A
　奉仕や宣教布教者としての意識
	ミサ・聖書の学習会の系統だった実施が徐々に浸透しつつある。
部活動が活発に行われ始めている。

	３－B
　分かち合いと

　福音的識別
	外国人との意見疎通がまだ不十分である。ゆっくり分かち合う時間が少ない。
外国人が役員になる教会もあり、共通の場が持たれつつある。宣教司牧に使用される用語や仕組みの理解を補填する必要がある。


４．「共同宣教司牧」の学びと祈りについて

	４－A
　共同宣教司牧と

　秘跡・典礼
	外国人とも出来るだけ共に捧げるミサを通して、家庭的になる様努力している。
お知らせ・説教なども出来るだけ理解で出来るように努力している。

	４－B
　信仰入門・養成講座
	司祭だけでなく信徒も養成教育に徐々に参加しつつある。
教会学校・子供教育に信徒・修道者が積極的な取り組みがなされつつある。

	４－C
　リーダー養成

　信徒養成
	リーダー養成の意味について混乱が有るかもしれない。（「リーダーを作らない」と言う趣旨と「リーダー養成」の意味との）小教区評議会への外国人代表の参加（四日市）もある。青少年の姿が見えなくなっていること、高齢化問題の工夫も大切。京都中心に行われる養成講座への参加は少々困難で、名古屋へ目を向けるべきかも知れない。


